
本年度の活動（具体的な手立て） 活動指標
達成
状況 成果指標 達成状況 成果と課題 学校関係者評価 今後の改善点

道徳教育 自ら考え、議論する道徳の授業
を展開する。

学習内容を自分ごととして考
えさせる機会を持つ（毎時間）。

〇

・旭が丘小児童アンケート「友達と仲良くしている」　80％以上
     結果　【１、２年95.9％】　　　　【３年～６年96.8％】
・旭が丘小児童アンケート「人が困っているときには、進んで助けてい
る」（１・２年）、「人の役に立つ人間になりたいと思う」（３年～６年）
80％以上
     結果　【１、２年92.3％】　　　　【３年～６年92.9％】
・保護者アンケート「思いやりや優しい心が育っている」　80％以上
     結果95.8％

◎

◎

◎

自分事として考え、仲間と議論する道徳の授業を行ってきた。
今年度は人権教育にも力を入れ授業を行ってきた。アンケート
結果は良好であるので、今後も、よりよい人間関係が構築でき
るような取組を進めていきたい。
集団生活を送る上で、日常的なトラブルは頻発している。指導
の好機と捉え、粘り強く指導をしていきたい。

○先生方の日頃の努力には感謝しています。周りでは人間関係に深く悩んでいる児童はいないようです。
・道徳は今後においても必要であり、人権は社会にとっても最も重要なテーマの一つであると思います。
○道徳教育は人権教育に繋がる。現状の指導方針で成果が出てきている。引き続き、仲間と信頼関係、絆が構築出来るよう指導
をお願いします。
▲道徳教育に関連して、少し気になることですが、何かトラブルがあった場合、最近の保護者の中には、自分の子どもの言い分し
か信用しなくて、防犯カメラなどのエビデンスを見せないと解決しないことがあるようです。子どもに「勉強しなさい。」と言いな
がら自分はスマホをずっと操作している保護者は、スマホから提供される情報しか見なくて、しかも自分に都合のいい情報しか入
手できなくて、その情報が全て正しいと誤解してしまう。また、家に本がほとんど置いていない家庭では、本を通じて子どもがい
ろいろなことを学習し興味を持つ機会をなくしている状況です。本を読むことで、いろいろな情報が得られて、その中から正しい
情報を選択できる能力を身に着けることが肝心で、自然と道徳も身に着くのではないかと思います。子どもだけでなく、親（保護
者）への指導が必要な家庭も多いのではないかと推測します。学校教育を超えた難しい問題ですね。
○トラブルについては先生方がトラブルに対して親身に向き合って頂き、非常に感謝しております。

・引き続き、自分事として考えられるような人権教育
に力を入れていく。
・今後も子どもたち一人ひとりが、よりよい人間関係
が構築できるような道徳授業を考えていく。
・日常的なトラブルは、子どもとともに解決できるよう
に考えていくと共に、保護者の方とも考えて解決でき
るように連携していくことは粘り強く続けていく必要
がある。

非認知能力の育成 非認知能力育成を意識した四部
会・学年会等の実施及び自己肯
定感を高めるための研修会や校
内アンケートを実施する。

非認知能力にかかわる校内研
修会の実施　1回

非認知能力育成につながる絵
本等の活用促進

〇

〇

非認知能力にかかわる校内研修会実施
　　校内ミニ研修実施予定

非認知能力育成につながるよう、関連書籍の配架および一定期間周
知を行う。
　　低学年：ぽかぽかことば　　中高学年：いじめ防止川柳

〇

〇

3学期校内ミニ研修を実施予定。

いじめ防止月間として11月5日より「いじめゼロ川柳・ぽかぽ
か言葉」の取組を実施。11月18日はピンクシャツ運動デーとし
た。

○低学年の子たちはけっこうな割合でピンクのものを身に付けていました。職員室前に貼ってある川柳やぽかぽか言葉を目にす
ることでそういう言葉を意識して友だちにかけているんじゃないかなと思います。
・学校目標である「すべての子どもに居場所とやる気を」・・・自己肯定感を高めるためにも居場所作りは大切に培ってほしい。
▲非認知能力の講習を受けてから１年が経過していますが、その後、文科省や教育員会から何の指導や指示がなければ、現在、教
育委員会が指摘する「やりぬく力・自制心・自己肯定感・社会性」の４つの非認知能力に取り組んではいかがかと思います。
本来は個人別に非認知能力の目標を定めるのが通常ですが、小学校では、クラス毎にまた学期毎に目標を定めて、保護者の協力
も得て、６年間取り組めば、合計１８項目の非認知能力の向上につながると考えます。（別紙、参照）

研修を重ねたことにより、学校で行ってきている教育
活動との関連性が精査されてきたため、次年度より生
活安全部が恒常的に行っている活動内容と関連付け
を行い、継続して取り組むことができるようにしてい
く。

○学力調査・みえスタディチェックの結果は、ともに全国・県平均を上回っていることは、日頃の先生方の熱心な取り組みの成果
だと思います。
今年の学力テストと並行して、文科省が家庭の本の数の多さと学力テストの結果が比例しているという報告がありました。理科
や数学の正解率が低いのは、問題文自体の意味がわからないので正解率が低いという話も聞きました。
学力では、どの学科も国語の学力が高いことが要求されます。旭が丘小学校では、国語に重点をおいた教育をするのはいいと思
います。読解力を向上させるのは、やはり読書の習慣をつけることが、重要になります。
・また、スマホやパソコンの活用を、何か知りたい時に利用するといった上手に活用している児童は、学力テストの成績が高いと
いう記事もありました。
スマホは利用時間の多さではなく、その活用の質が良いことが重要だと思います。
○学力の向上要因としては、今まで取り組んでいた様々な結果と先生方が熱心に指導して頂いた結果であり感謝しております。
○自主学ビンゴは高学年も低学年も楽しく取り組めていました。自主学のおかげで自ら知りたいことを調べたりしていろいろな
知識が増えたように感じています。
○自主学習をすることによって自分に合った学習方法・内容を知る。その上、保護者にも協力を願う。すばらしい取り組みなので
今後も続けていけるようお願いしたい。
○自主学習を熱心に取り組むことにより、自主学グランプリや自主学ビンゴを取り入れて頂いておりますので、児童のモチベー
ションＵＰに繋がったのではないかと思います。

・今年度取り組んだ「自主学グランプリ」「自主学ビン
ゴ」「みんなで自主学」といった児童が主体的に取り組
むことができるような自主学習の企画・アイデアを今
後も職員で検討し、さらなる自主学習の強化を目指し
ていく。家庭学習の定着と自ら学ぼうとする児童を育
てていけるような取組を今後も推進していく。
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生徒指導 基本的生活習慣に関する課題に
取り組む。

「がんばっ10」実施　年5回

そうじの「さ・し・す・せ・そ」を定
着させるための重点取組　　年
3回以上

〇

〇

国語科を中心に対話活動を授業に位置付け主体的な学びを目
指した探究的な学習の研究を進めている。児童自らの問い・疑
問を出発点に課題解決に向けた授業展開を行うことで、自分
の考えをもち、発信できる児童を育てていきたい。また、効果
的な対話活動を通して考えを広げたり、深めたりしながら学び
を確かなものにできる児童を育てていきたい。

また、今年度より朝の学習の時間に月２回の対話トレーニング
を実施している。授業における対話活動の取組の基盤となる
力を育てると同時に、自分の考えを発言する力を向上させ、児
童の自信につなげていきたい。

昨年度と同様、授業でのクロムブックの積極的な活用方法を
工夫してきた。また、発達段階を踏まえ、日常的に家庭へ持ち
帰り、課題の動画や写真を撮ったり調べ学習をしたりするなど
の家庭学習に取り組んだ。一方で、クロムブックの有効的な使
い方を検討したり、適切な使用方法については継続し、指導し
たりしていく必要がある。

・児童自らが問い、疑問を発言することは非常に大切であると考えておりますので、今後も継続して行って欲しいと考えておりま
す。
○対話のトレーニングをしていることを初めて知りました。「友だちとの話し合いで授業でも自信をもって発言しやすくなった」と
子どもも言っていました。
・今後の人生においても人との対話は重要であると考えており、自分の考えを発言する力を身につけてもらいたいです。
▲クロムブックの毎日の持ち帰りを少し減らしてもらえるとありがたいです。低学年には重たいようです。
○クロムブックの活用は家庭学習では非常に有効かつ効果的であると思います。また、パソコン慣れるというところでは小学生か
ら行うことは今後社会に出たときに違和感なく使用できるのでいいこことだと思います。また、適切な使用方法については継続
して指導を行って頂きたいです。
○▲クロムブックの活用で児童の学習意欲や自主的な学び、授業の効率化等で効果が出てるが、指導にあたっては教職員間のス
キル格差が無いようにすることが望まれる。
○▲鈴鹿市では、GIGAスクール構想で第１期からグーグルChromeOSを使用しているのは良いことだと思います。
ChromeOSは、Ｌｉｎｕｘを基本にグーグルが独自に開発したＯＳであり、このＯＳはクラウドでデータを保存し、ブラウザだけのソ
フトなので画面展開が早い。また専用端末のＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋで、重さも軽いですが、それでも学校と家庭の持ち歩きは、低学年
では、つらいのではと感じています。
○▲旭が丘小学校では、クロームブックを上手に活用していると思います。勉強で使うのが楽しいと回答した児童が多いのはい
いことではないかと思います。ただ、自ら自発的に発表する児童の割合が少し低いのは、気になりますが、月２回の対話トレーニ
ングなど、先生方の取り組みで、より向上していくことを期待します。

・令和５年度より３年間、国語科で研究を進めてきた
成果と課題を来年度以降につなげていきたいと考え
ている。今年度、重点的に取り組んできた「対話活動」
を中心に、引き続き全職員で研修に努めていく。

・クロムブックを活用した学習や宿題の取組について
は、効果的な使用方法や課題などを検証をしながら引
き続き進めていく。クロムブックが導入されてから、一
定期間が経過し、活用方法の見直しや職員のICTスキ
ルの向上などについても、再度、検討していく。

学力調査、みえスタディ・チェックの結果、４、５年生、６年生と
もに全国・県平均を上回った。C・D層の児童の割合は年々、減
少傾向にある。

全国的な課題でもあるが、宿題に進んで取り組む割合が中高
学年になると減少している。一方で、自主学習に熱心に取り組
む児童はいる。今年度、毎学期、家庭学習の強化の一つして自
主学習を中心に取り組んでいる。自主学グランプリや自主学ビ
ンゴ等、取り組み方法を工夫することで、少しずつ前向きに取
り組む児童が増えてきた。学習習慣と学力定着のため、小学校
段階での家庭学習の習慣は大切であり、自ら学ぼうとする児
童を育てていく必要がある。また、家庭への啓発も発信してい
けるとよい。

低学年での本好きが、学年が上がると減少している。また、本
好きな児童とそうでない児童との差が大きいように感じる。
本の面白さ、読書の楽しさを伝えるとともに、日常的に本に親
しめるような働きかけが、今後も引き続き必要であると感じ
る。
図書ボランティアさんの活動は充実していてありがたい。ま
た、読書活動に関して家庭への啓発、連携した取り組みにも引
き続き、力を入れていきたい。

１、２年　〇
３～６年　△

保護者　△

▲高学年になると本から漫画に移行している気がします。クラスでのおすすめの本を紹介する時間などを設けてもらうと友だち
が読んでいる本が分かって興味を持ってくれるかもしれません。
○国語の勉強が好きな児童が半数を超えたこと、読書好きが80％以上ということは、日頃の読書ボランティアさんたちによる読
み聞かせ活動と環境整備など、本に親しむ環境作りが大きく影響していると思われる。
○継続した図書ボラさんの活動はすばらしくとても感謝しています。
・スマホの利用が本離れと関係するかはわからないが、活用のしかたで文字を読む力はできているのではないかと感じる。
○読書ボランティアさんには非常に感謝しています。
▲スマホを使用する時間が増えるとともに読書をする時間が減っていることが、本を読む児童とあまり読まない児童とに二極化
しているのではないかと思います。
○学校ボランティアの「読み聞かせ」活動は、本に親しむ成果につながると思います。
▲「読書が好き」のアンケート結果では、高学年のなるほど、好きな比率が減少しているのと、児童が家庭での読書をしていると
いうアンケートでは、やはり低い結果というのが気になります。
今年の学力テスト結果で、文科省が学力結果と、家庭の本の数の多さが（特に１００冊以上の本が家庭である）比例しているとい
う報告が、興味があり、読書つまり読解力があることが、学力向上になることはあきらかです。
新聞（2025.10．25中日新聞ベネッセ調査）によると、1日に全く読書しない子どもは、５２％で、１０年前の３４％より上昇して
いて、逆にスマホを使用する時間が増加するという相関関係が発表されました。この状況を改善していくためには、学校内だけで
なく、家庭での環境改善が必然になると思います。保護者が、「読書しなさい。勉強しなさい。」と子どもに言っても、その保護者
が、スマホばかり見ているのでは、どうしょうもない状況で、家庭の環境をいかに改善してくことが重要になります。

教科学習における授
業改善

全国学力・学習状況調査や「みえ
スタディ・チェック」の結果を活
用した授業改善を行う。

自校採点及び課題解決に向け
た校内研修会の実施　２回

〇

・全国学力・学習状況調査、「みえスタディ・チェック」の国語・算数の結
果がいずれも全国・県平均正答率を上回る（４、５、６年）。

・旭が丘小児童アンケート「授業はよく分かる」　80％以上
 　　結果  【１、２年　８９．１％】　　　　【３年～６年　８９．５％】
・旭が丘小児童アンケート「宿題は自分から進んでやっている」90%以
上
　　 結果　【１、２年　８７．７％】　　　　【３年～６年　８４．０％】
・旭が丘小保護者アンケート「学校は子どもに分かりやすい授業をして
いる」　80％以上　 　結果　９２．９％

全国学力調査
○

みえスタディ
◎

〇　〇

△　△

◎

アクティブ・ラーニン
グを導入した教育活
動

自ら課題を見つけ、探究的に課
題を解決するための主体的・協
働的な授業を展開する。

一人一台端末（Chromebook）
を日常的に活用することで、個
別学習及びグループ単位での協
働的な学習を行う。

学年による提案授業の実施7
回
 

定期的な家庭への持ち帰り
（長期休業期間中の持ち帰り
　平日：１、２年　１週間に１回程
度
　　　　 3年～６年　毎日）

　

・全国学力・学習状況調査　児童質問紙「課題の解決に向けて自分で考
え、自分から取り組んでいたと思う」　80％以上　　結果　【８７．６％】

・旭が丘小児童アンケート「思ったことや考えたことを発表している」
80％以上
　　結果　【１、２年　７９．１％】　　　【３年～６年　５７．０％】

・旭が丘小児童アンケート「クロムブックを使った勉強は楽しいですか。
1・2年」
　「学習の役に立つと思いますか。3年～6年」　80％以上
　　結果　【１、２年　９６．８％】　　　【３年～６年　９０．３％】

○

１、２年　△
３～６年　△

全学年　◎

令和７年度　学校関係者評価書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎１０ポイント以上 上回ている。　　〇　上回っている　　△　下回った　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴鹿市立旭が丘小学校

評価項目
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読書活動 各学年の系統性をもたせた学校
図書館の活用を促進する。

学校図書館を活用した授業の
計画的実施(各学年学期1回以
上)
日常的な読書習慣に向けた取
組
ファミリー読書の取組　２回以
上

〇

〇
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・旭が丘小児童アンケート「本を読むのが好き」　80％以上
　　 結果　【１、２年　８２．３％】　　　　【３年～６年　６４．２％】
・旭が丘小保護者アンケート「お子さんは家庭でよく本を読んでいる」
80％以上     結果　３７．３％　　※一人当たりの貸出冊数：　　　　冊（１
月末）

・読書活動については、学校図書巡回指導員との連携
を密にし、図書ボランティアさんの協力を得ながら、さ
まざまな取組を通して読書の楽しさ、大切さを伝えて
いく。また、日常的に本に親しめる環境づくりや働き
かけ、家庭への読書活動の啓発を継続していく。

・学校での学習やあそびなど共同生活をする上で、必要な規律や約束ごとを、児童に理解をさせて守らせることは非常に重要で、
将来大人になり社会に出ると、法律を守り他人に迷惑をかけないという社会生活ができるようになればと思います。
また、児童に規律を守らせるだけでなく、児童が更に上の段階を目指すには、非認知能力の向上が必要になります。
生徒指導と非認知能力の向上は一体化して考えることが必要ではないかと考えます。
・「がんばっ10」の学習規律は、低学年のうちに身についてほしい。
○きまりを見える化、より具体的に指導して頂くことで、児童もより分かりやすく行動しやすいのではないかと思いますので、引
き続きよりわかりやすく、具体的に指導頂くことで児童の意識向上が図れるのではないかと思います。
▲学校の「きまりごと」とは別に、グループで身近で簡単な「きめごと」を自分たちで設定し、自主的に行動させ出来なかった時は
なぜ出来なかったのか話し合う取り組みで意識改革をしてはいかがですか。

○▲用事で学校にくる時、低学年の子たちは自ら進んで」挨拶してくれるように思います。高学年の子たちからもそのようにいし
てもらえたら嬉しいです。
○今後も白子中学校区の「あいさつ運動」は地域と一帯となって行っていきたい。

・高学年になればなるほど、低学年の見本となるような行動が求められると考えます。低学年の児童は高学年の児童を見て真似
することがあるのではないかと思います。

・学習規律やきまりについては，低学年のうちに身に
つくように教員がアンテナを高くし、声かけを行いま
す。また、児童が自分の姿を振り返る機会を設定し，全
校でとりくむ強化週間や，各学年やクラスの実態に合
わせた取組を実施します。

・あいさつについては，児童が主体的に取り組める活
動を一緒に考え，あいさつの気持ちよさを実感させ，
地域でのあいさつにつなげられるよう取り組みます。

・旭が丘小児童・保護者アンケート「学校のきまりを守っている」
90％以上
　 児童結果　【１、２年　　　　　90％】
　　　　　　　　　【３年～６年　　　　　87.7％】
 　保護者結果　　　　　93.7％

・旭が丘小児童・保護者アンケート「自分から挨拶をしている」児
童、保護者　80％以上
 　児童結果　【１、２   85.9％】　【３年～６年　　　　74.1　％】
　 保護者結果　　　　　75.4　％

１．２年○
３～６年△
保護者○

１～２年○
３～６年△
保護者△

きまりを守らせるだけの指導ではなく、きまりの意義を問うこ
とで、きまりは自分やみんなの安心・安全を守るためのもので
あることを考えさせている。また、学校のきまりの見える化を
図ったり、きまりが守れていなければ随時共有しどうしてこの
きまりがあるのかを全校で指導をしたりしてきた。さらに、学
習規律や掃除の仕方を確認するために、強化週間を設けて取
り組んだ。よい姿を前項に共有することで、児童の意識が高
まっている。掃除について整美委員会で話し合いとりくみを
行っている。

児童会役員や代表委員を中心に挨拶運動に取り組んでいる。
全校で同じ時期に集中して取り組んだことで、異学年の挨拶に
ふれ，挨拶の気持ちよさを感じ、自分から挨拶をする児童が増
えた。一方、継続が難しく、徐々に自分とかかわりの少ない人
へのあいさつが減っていくことが引き続きの課題である。

両項目とも昨年度より３～６年生のパーセンテージが下がって
いる。高学年がよい姿を低学年に見せられるように、今後もき
まりの意義や自分から挨拶するよさを伝えていく。

研

研

人

研

生

研 体研修 人権・特 生活安全部 体力向上推進部生人



体力・運動能力の向
上

体力テストを活用した授業改善
を行う。

体力テストの全学年実施 〇
・全国体力・運動能力等調査で昨年度の全国平均以上の種目の割合（50％以
上） 結果 　50　％

○
全校で体力テストの実施を継続できているのは成果である。
全学年とも投力や上体起こしに課題がある。

▲今年度は、まだ体力・運動能力等調査が終わっていないので、全国との比較がわからないですが、体力は以前から段々と落ち
ていると思われます。コロナ禍が過ぎても、スマホなどを扱い、室内で過ごすことが多くなり、また防犯上、運動、戸外での遊びが
少なくなっている現状では、難しくなっています。全国との比較ではなく、年々体力等が落ちていることが問題で、解決な全国規
模の解決が必要と思われ、このことは大人にも共通の問題であると想像します。

・体育委員会を中心に投力向上のイベントを継続して
行っていきます。
・上体起こしも全国平均を下回っているため、日々の
体ほぐし運動や、準備体操の中で腹筋を鍛えれるよう
な取り組みを行っていく必要がある。
・今年度に引き続き、配膳時間を削減に努め、給食の
喫食時間の確保を継続していきます。
・SNSの使い方やノーメディアデーの啓発に取り組み
ます。

健康に関する教育 家庭・学校三師（校医、歯科医、
薬剤師）と連携した健康教育を
推進する。

栄養教諭と連携した食育の授業
を行う。

学校保健委員会　1回

各学年　年２回

〇

〇

・三重県児童生徒の体力運動能力調査における生活アンケート用紙　「平日、
学校外でのメディア利用3時間以上」　の割合10％以下

・給食センター調理校（12校）での残食量　 平均以下 〇

3年に１度の調査である為、今年度は実施なし
参考：全国体力・運動能力調査により同様の項目があるため、
今後はこちらを指標にしてはどうか。
残食量については、平均を下回っている。（上半期9月まで）

・児童は、元気なのが当たり前で、校庭や家の近所で飛び回っている姿が通常と思います。また、体力・運動能力を向上させるこ
とが健康につながると思います。
ただ、今年はインフルエンザの流行が激しく学級閉鎖も多数発生していて、手洗い・うがい・マスクの着用の習慣が必須になって
います。学校では十分に気を付けながら集団活動を続けることができるようにお願いします。

学校保健委員会２/１９実施予定

人権教育 職員会や人権レポートの研修会
で、課題を抱える子どもに対す
る現状と指導の共通理解を図
り、取組を進める。

いじめアンケートを実施し、保護
者と連絡を取り合いながら早急
な課題解決を図る。

人権レポートの研修会を開催
年2回

いじめアンケート　各学期１回

ピンクシャツ運動　年２回（４
月、１１月）

〇

〇

〇

・全国学力・学習状況調査　児童質問紙、旭が丘小児童アンケート「自分には
良いところがある」　80％以上
    結果　【１、２年８７．３％】　【３年～６年 ７２．７％】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【学力調査児童質問紙６年86.9％】
・全国学力・学習状況調査　児童質問紙、旭が丘小児童アンケート「いじめは、
どんな理由があってもいけないことだと思う」　90%以上
　　結果　【１、２年９４．５％】　【３年～６年　９７．２％】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【学力調査児童質問紙６年98.4％】
・保護者アンケート「学校は子どもの悩みや問題に適切に対応している」
80％以上　　結果８５．９％

1、2年　○
3～６年　△
全国学力調

査○

◎

〇

昨年度と変化はあまりないが、高学年に上がるにつれて下
がっているようにである。学習面や成長するにつれて自分の
考え方に変化が出ることや、友だちとのかかわり方で迷うこと
もあるからかもしれない。学校での様々な経験や体験から自
信が持てるように、指導をしていきたい。

いじめへの正しい理解はできているが、自分のことで精一杯
で友達を傷つけてしまう言動がある。差別については、相手を
深く傷つけているという自覚はなく発言をしてしまう児童もい
ることがわかってきたので適切な指導をすることや子どもた
ちの様子や背景を知るようにしていく。今後も教師・保護者が
協力して粘り強く対応していくことが必要がある。

○▲一人を大勢がよってたかっていじめるという形のいじめはあまりないように思います。「２・３人からイヤなことを言われた
り、ムシされたりする」という声はよく聞きますが、だいたいの子が」「別に気にしない。自分には他に仲良い友だちがいるから」と
言っています。大人数の学校だから、１クラスだけの少人数の学校よりは他にも拠り所があって良いと思います。
▲ピンクシャツ運動の家庭や地域への発信は広まったでしょうか？
○ほんの一部の学年しかわからないが、授業は積極的に取り組み、他の子へのおもいやりもよく目につきました。いじめ０川柳や
ぽかぽかことばにはほっこりしました。
・いじめをしているという認識なく、自分が思うように行動することにより結果的にいじめているということもあるのではないか
と思いますので、そういった児童には適切な指導をしていく必要があるかと思います。
▲一部の児童は短絡的な行動からトラブルを起こしていると思われる。自分の行動が他人にどのような影響を与えるか予知予測
能力訓練も大切と思います。
○いじめ認知件数が多いのは、いじめが多いということではなく、先生方が熱心にいじめに対応している結果です。
今年もいじめが重大事態や不登校に発展することはないと思われるので、いじめに対する早期の対応の成果だと思います。
今後も、いじめは相手が不愉快になることがいじめであり、いじめは悪いことだという意識を持たせる教育を根気強く行うこと
を希望します。

・いじめ防止について、児童が主体となる取組を児童
会中心に進めていきます。ピンクシャツ運動について
も児童を通じて家庭や地域へ広まっていけたらと思
います。
・人の気持ちや人への影響を考えられるような人権教
育を学年で考え取り組んでいきます。

特別支援教育

「すずっこファイル」を活用した
支援会議を実施する。支援の必
要な児童を把握し、手立てを考
える。

管理職も含めた特別支援コー
ディネーター会議　月１回以上

〇

・支援会議の結果、児童、保護者の困り感（ニーズ）に応じて、専門性の高い医
療機関や関係機関につなぐ。

〇
発達課題や登校渋り等の困り感に応じて、保護者を交えた支
援会議を開催してきた。医療機関、相談機関に繋げた事例も多
い。長い目で見守っていく必要がある。

不登校対策 「鈴鹿市不登校対策初期対応マ
ニュアル」やスクールライフサ
ポーターを活用した働きかけを
行う。

担任及びスクールライフサポー
ターによる家庭訪問の実施

ハートルームの設置

〇

〇 ・３０日以上の長期欠席者の割合を昨年度以下（ 2.9 %以下）にする。
　９月末時点は２％

〇

病気による欠席も含めた30日以上欠席の児童の割合は２％。
スクールライフサポーターによる自宅への迎えや訪問を毎日
行っている。様々な事情で遅れて登校する児童がいるため、今
後も見守りたい。

危機管理 危機管理に関する会議や研修会
を実施する。

除去食研修会（エピペン使用研
修会を含む）　1回

〇

安全教育 各種教室を開催する。
 ・情報モラル教室、薬の正しい
使い方教室
 ・交通安全教室（２年生と４年
生）
各種避難訓練を実施する。

外部講師による出前授業の開
催

避難訓練　年3回以上

〇

〇

働きやすい職場環境 総勤務時間の縮減に向けた取組
を行う。

定時退校デーの実施　年24回
以上

※長期休業期間中は毎日

〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【結果1月末時点】
・時間外労働時間　30時間以下（一人当たりの月平均時間）
                                                                  結果２3．9時間
・休暇（年休、特別休暇）取得日数　2３日以上（一人当たりの年間休暇取得日数）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果20．9日
・定時に退校できた職員の割合 90％以上
　　※定時退校の設定日（月2回） 　結果７6.3％

23.9時間

20.9日

【１月末時点】

定時退校できた職員の割合は現時点では昨年度より向上して
いるが、時間外労働は増えている。業務内容の精選を図っては
いるが、放課後等学校外で起こったことを学校に求める住民
や保護者もおり、様々な事案への対応から、これ以上の縮減に
は限界を感じている。今後は防犯カメラなどのハード面の整
備や文科省通知の国民への適切な周知等、国レベルでの対応
が求められている。

○放課後の忘れ物や電話対応などについては保護者に理解を求めてもらったら、みなさん理解してくれると思います。先生方が
定時退校できるように保護者としてもできるだけ協力していきたいです。
○児童への授業や教育指導やいじめ対処などいくつもの業務をこなして、また不条理な保護者への対応など、先生の仕事は多種
多様にわたり、本当にありがとうございます。
働き方改革と世間では言われていますが、先生の仕事は時間で解決できないこともあり、精神的なストレスも大きいと察します。
先生でなくても出来ることは、予算もありますが、外注やボランティアをもっと活用して、先生方の雑用を少なくすることも必要
だと思います。できることは、地域やボランティアなどで協力しますので、申し出て下さい。

・学校の働き方改革に継続して取り組み、総勤務時間
の縮減に取り組みます。学校での取り組みに加え、各
家庭、地域の皆様のご協力をお願いします。

○この夏、公民館で小学生ボランティアを募集したところ、参加してくれた児童が幼児やその保護者を楽しませようと各自工夫し
た作品を持参し、場を盛り上げていた。子どもたちにこのような場所と機会があれば、すばらしい個性が発揮されるのだと再確
認できた。
○地域への発信は学校の様子がよくわかるので、お忙しいとは思いますが継続して取り組んでいただきたい。
・情報発信は重要項目であると思いますので、引き続きよろしくお願い致します。
○SDGS、ボランティア支援、まちづくり協議会との連携は大きな特色であると思いますので、より周知し、いかしていって頂け
ればと思います。
・「特色ある教育活動」、学校方針がベースにあると思う。今後もその教育内容や活動内容を具体的に継続的に発信していくしか
ないと思います。
○昨年から卒業生とまちづくり協議会とのコラボでプール壁画作りが行われています。また児童の登下校時の交通見守りやあい
さつ運動で、自治会や保護者や民生委員など地域で述べ７００人の住民が行っています。地域との関係は良好だと思います。
また、学校からの情報もHPや地域内の回覧で、学校だよりの広報も行っていて、児童がいない世帯でも小学校の状況がわかる
のはよいことだと思います。
・特色ある教育活動は、具体的に何かと示すことが難しいですね。他校と比較して特別の何かあれば、これが特色になるかと考え
ます。

・今後も「学校だより」や「学校ＨＰ」、メール配信システ
ムtetoruを通して、家庭や地域への積極的な情報発
信に継続して取り組みます。
・まちづくり協議会をと学校との連携をいっそうご理
解いただけるよう、取組の発信に努めます。
・SDGｓや充実したボランティア支援、まちづくり協議
会との連携は大きな特色であり、情報発信を通して、
活動の理解を深めるとともに、今後もこれらの連携を
生かした教育活動の充実に努めます。
・児童が大きな事故や事件に巻き込まれないよう，交
通安全や情報モラルなどの安全教育に引き続き取り
組みます。

・「みえスタディ・チェック」・・・小学４、５年生、中学１、２年生を対象に県内の小中学校で実施されている三重県独自の学力調査。

・児童の困り感や不安などに寄り添いながら、特別支
援教育や不登校支援をこれからも行っていきます。

・自校採点・・・学力調査問題は国が採点をしますが、本校の強みや弱みを把握するために、学校独自で採点をすること。

・「スクールライフサポーター」・・・様々な理由で登校しづらい児童の登校を促すために鈴鹿市教育委員会が配置した支援員。自宅への迎えや登校後の見守り等をしてもらっている。

・「がんばっ10」・・・児童が基本的な学習習慣や学習規律を身につけるための１０の約束（旭が丘小学校独自の取組）。

・「すずっこファイル」・・・発達等に課題のある児童を正しく理解し、途切れなく支援するために、子どもの特性や成長の様子、具体的な支援計画等
を保護者とともに作成して記録に残していくファイル。就学前から小学校、中学校と引き継がれていきます。

△

○ けがによる保健室来室者数の割合は昨年度より下がってい
る。学校生活上のけがは日々発生しているが、養護教諭が適
切な措置をするとともに、担任等が保護者に連絡を入れて状
況を説明している。重大なけがは、今年度も発生していない。

○避難訓練における「お・は・し・も・て」を児童はよく理解し実践できるのは日頃の先生方のご指導のおかげです。
○やはり親としても怪我の心配は常にありますが、養護教諭さんがいてくれること、担任の先生からの状況説明は非常に安心で
きると考えます。
▲発達期の児童は動きも活発で小さな怪我は成長していく過程でありうるが、重大事故につながる施設の不備や教材の誤った
取り扱い又は学校内のけんかやいじめ等による怪我はあってはならない。
○学校内の保健室の利用が減少していて、重大なけがが出ていないのは、よいことだと思います。児童の危機安全管理は、学校
外での地域・家庭でも重要になっていきます。地域の自治体などでは子供を守る家や、見守り隊で児童の安全に気をつけていま
す。
また、学校からの発信で不審者情報の共有や、県警察からの不審者情報をメールで受け取るサービスを活用できればと考えてい
います。東旭が丘六丁目自治会では、児童たちの安全について、防犯カメラを４基設置していますので、必要があれば連絡下さ
い。

・「全国学力・学習状況調査」・・・小学６年生、中学３年生を対象に全国の小中学校で実施されている学力調査。

【用語説明】
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・保護者アンケート「学校は子どもの安全対策に取り組んでいる」
　90％以上　 　結果　　　　　89.8％

・けがによる保健室来室者数の割合　68.3％以下　　　　結果　６６．２％
　

○先日、コスモス学級を見学をさせてもらいましたが、先生方は、本当に大変だと思いました。特別支援の児童や不登校の児童
は、いろいろな複雑な要因があると思われます。家庭環境や医療系の問題もあり、先生方の教育だけで解決するのは難しいです
が、先生方は本当に真剣に熱心に取り組まれていると思います。
○また不登校率が下がってきているのは、よい傾向だと思います。
○不登校気味の子に対して子どもたちはあたたかく見守り、学校に来てくれた時には喜んでむかえ入れているように見えるの
で、先生方が良い指導をしてくれてるんだなと感じます。
・「すずっ子ファイル」は大切に引き継ぎ活用してもらいたい。
○様々な理由で不登校もしくは長期欠席、登校渋りがあり、大変ではあると思いますが、その都度先生方、スクールライフサポー
ターさんが親身に対応して頂いていることに感謝いたします。今後も引き続きよろしくお願い致します。
・不登校は全国的な課題である。その要因もさまざまで先生も大変な苦労をされていると思います。引き続き、保護者、関係者と
連携しフォローをお願いします。

地域と共にある学校
づくり

学校運営協議会を開催する。

まちづくり協議会と連携した事
業を推進する。

年6回開催

卒業記念を兼ねた、まちづくり
協議会との共同制作を実施

〇

〇

・薬剤師さんと連携して６年生に向けた「薬の使用につ
いて」の講座を継続していきます。
・保健指導の中で５．６年生に向けたインターネット内
における防犯の授業を継続していきます。
・保健指導の中で２年生に向けた身の回りの生活の防
犯についての授業を継続していきます。
・児童が大きな事故や事件に巻き込まれないよう，交
通安全や情報モラルなどの安全教育に引き続き取り
組みます。

・保護者アンケート「学校は取組の様子を分かりやすく伝えている」
　80％以上　　結果　84.1％
・保護者アンケート「学校は特色ある教育活動に取り組んでいる」
　80％以上　　結果　73.6％

〇

△

ＨＰの更新、学校・学年・学級だりの配付及び学校だよりの地
域への回覧により、情報発信に努めてきた。
SDGｓや充実したボランティア支援、まちづくり協議会との連
携は大きな特色であるが、周知しきれていない面がある。
学校による特色ある教育活動については、何を特色ある教育
活動ととらえるかなど、問いが抽象的であるため、回答が難し
いのではないか。
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体
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